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	 東北大学ヘリアック装置(TU-Heliac)ではプラズ
マ中に挿入した熱陰極をバイアスすることにより、

閉じ込め改善モードへの遷移実験を行っている[1]。
プラズマの減衰力はポロイダルマッハ数に対して

極大値を有することから、駆動力が減衰力の極大

値を越えた際にポロイダルフローが急激に増加す

ることが理論的に予測されている[2]。電極バイア
ス実験では外部からプラズマへの駆動力を能動的

に制御することが可能であるため外部駆動力より

プラズマの減衰力を評価し、理論と実験の定量的

な比較を行なうためにはイオン温度・ポロイダル

フローの絶対値計測が極めて重要となる。本研究

ではドップラー分光法を用いたイオン温度・フロ

ー計測システムを開発し、駆動力を変化させた際

の空間分布について調査した。 
	 本計測システムはHe II線スペクトル(468.57 nm)
を対象とし、5視線のバンドルファイバーを用いて
CCDによるイメージング分光を行なっている。分
光器の分解能・逆線分散はHe IIスペクトル近傍に
おける波長較正用Neランプのスペクトルを同定す
ることにより、それぞれの視線に対して取得した。

また、He IIスペクトルは13本の微細構造を有する
ため、単一ガウス分布としてドップラー広がりを

求めた場合にはイオン温度を過大評価することと

なる。TU-Heliacにおいてはイオン温度が低く、微
細構造による過大評価の影響が大きいと予想され

ることから、微細構造を考慮した解析プログラム

の開発を行なった。 
	 図1に電極電流により外部駆動力を変化させた
際のポロイダルフロー分布を示す。図中の分布は

それぞれ電極電流IEを0, 1, 3 Aとした場合の結果で
あり、IE ~ 2 Aにおいて遷移現象が観測された。本
計測システムは中空陰極グロー放電管を用いて速

度0点の評価を行っており、IE = 0 Aにおいてフロ

ー速度はほぼ0であり、かつ磁気軸(図中M. A.)を挟
んで分布が平坦であることから速度0点が正しく
評価されていると考えられる。フロー速度は電極

電流の増加とともに増加しており、おおよそ磁気

軸位置で極性が反転している。また、IE = 3 Aにお
けるプラズマポテンシャル分布を静電プローブに

て計測し、E×Bドリフトによる回転方向を算出し
たところドップラー分光計測で得られた回転方向

と定性的に一致した。講演では計測システム開発

に関する詳細ならびに、遷移電流近傍における外

部駆動力に対するフロー速度変化について報告す

る。 
 

 
図1	 ポロイダルフロー分布の電極電流依存性 
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